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■ 2017 年 4 月 20日（木）〜 22日（土）に
開催された「バリアフリー2017 ／慢性期医
療展 2017 ／看護未来展 2017」。３日間の来
場者数は、３展合計で 91,358 人でした。
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バ
リ
ア
フ
リ
ー 

２
０
１
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ふ
く
せ
ん
特
別
講
演

よ
り
専
門
的
な
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
配
置
に
関
し
て

〜
ふ
く
せ
ん
老
健
調
査
研
究
事
業
の
報
告
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〜

　

平
成
25
年
12
月
の
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
の
意
見
書
を
受

け
、
本
会
は
平
成
27
年
度
に
「
専
門
的
知
識
、
経
験
を
有
す
る
福
祉
用
具

専
門
相
談
員
の
配
置

に
関
す
る
調
査
研
究

事
業
」
を
行
い
、
翌

28
年
度
事
業
で
は
、

そ
れ
を
足
掛
か
り
と

し
て
、
研
修
実
施
の

具
体
的
方
法
論
を
検

証
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
、
養
成
モ

デ
ル
研
修
（
ふ
く
せ

ん
レ
ポ
ー
ト
17
号
に

掲
載
）
を
実
施
し
た
。

研
修
修
了
者
や
福
祉

用
具
貸
与
事
業
者
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
、
お
お
む
ね
妥
当
で
あ
る
と

の
結
果
で
あ
っ
た
（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
含
む

報
告
書
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　
「“
よ
り
専
門
的
な
知
識
と
経
験
を
積
ん
だ
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
”
と

は
ど
の
よ
う
な
者
か
。
日
本
福
祉
用
具
供
給
協
会
と
本
会
と
で
足
掛
け
３

年
の
調
査
研
究
を
経
て
モ
デ
ル
研
修
ま
で
行
い
、
様
々
な
こ
と
が
確
認
で

き
た
」
と
、
岩
元
理
事
長
は
言
う
。

　

ま
ず
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
資
質
の
向
上
、
現
場
で
の
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
に
確
実
に
つ
な
が
る
こ
の
研
修
の
必
要
性
。
そ
し
て
、
研
修

の
内
容
を
、
修
了
者
が
各
事
業
所
に
し
っ
か
り
伝
達
す
る
フ
ロ
ー
。

　

一
方
で
、
受
講
機
会
の
確
保
と
い
う
難
問
が
顕
在
化
し
た
。
全
国
の
福

祉
用
具
貸
与
事
業
所
は
７
千
を
超
え
る
。「“
２
名
の
う
ち
１
名
”
だ
か
ら

１
名
」
で
は
な
く
、
で
き
れ
ば
も
っ
と
受
け
さ
せ
た
い
と
い
う
事
業
者
の

意
向
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
確
認
で
き
て
い
る
。

　
「
制
度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
１
万
人
を
超
え
る
規
模

に
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
も
一
定
の
期
間
内
に
受
講
す
る
と
な
れ
ば
、
そ

養
成
研
修
の
実
効
性
と
と
も
に

全
国
展
開
に
向
け
て
問
題
点
を
実
感

（写真左から）
助言者：小林 毅（こばやし たけし）氏 厚生労働省老健局高齢者支援課 福祉用具・住
宅改修指導官 介護ロボット開発普及推進官

シンポジスト：岩元 文雄（いわもと ふみお） 本会理事長 / 神 智淳（じん とみあつ）氏 
お茶の水ケアサービス学院学院長 / 山根 寿朗（やまね ひさお）氏 綜合メディカル株式会社

去
る
平
成
29
年
４
月
20
日
（
木
）
に
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
２
０
１
７
（
於
：

イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
）
の
特
別
講
演
と
し
て
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
。
本
会
が
平
成
28
年
度
に
行
っ
た
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の

適
正
配
置
に
関
わ
る
養
成
モ
デ
ル
事
業
」
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
研
修

実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ふ
ま
え
た
内
容
報
告
と
、
研
修
体
系

の
構
築
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
様
々
な
立
場
の
助
言
者
、
有
識

者
が
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

平
成
25
年
12
月
の
社
会
保
障
審
議
会
介
護

保
険
部
会
の
意
見
書

「
さ
ら
な
る
専
門
性
向
上
の
観
点
か
ら
、

福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
の
人
員
基
準
の
２

名
の
う
ち
、
１
名
の
福
祉
用
具
専
門
相
談

員
に
つ
い
て
『
よ
り
専
門
的
知
識
及
び
経

験
を
有
す
る
者
の
配
置
を
促
進
』
す
る
こ

と
の
検
討
を
求
め
る
」
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れ
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」（
同
氏
）。

　

一
定
の
レ
ベ
ル
を
保
ち
な
が
ら
拡
大
展
開
し
て
い
く
に
は
、

当
然
課
題
も
多
い
。
講
師
の
確
保
が
最
も
難
し
い
と
語
っ
た
の

は
、
研
修
を
提
供
す
る
側
の
神
氏
。

　
「
こ
の
研
修
で
は
“
地
域
特
性
”
も
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と

な
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
理
解
だ
け
で
な
く
、
そ
の
地
域
の

気
候
や
生
活
習
慣
を
織
り
込
ん
で
指
導
で
き
る
講
師
が
必
要
。

ゆ
く
ゆ
く
は
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
が
講
師
と
し
て
、
後

輩
の
育
成
に
努
め
る
と
い
う
の
が
理
想
的
な
の
で
は
。
ふ
く
せ

ん
で
育
成
し
て
い
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
な
ど
の
活
躍
に
期
待

し
た
い
」（
同
氏
）

　
「
よ
り
専
門
的
な
〜
」
と
い
う
と
、
福
祉
用
具
自
体
に
つ
い

て
専
門
的
に
学
ぶ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
渡
邉
氏
（
本
会
理
事 

本
会

老
健
事
業
副
委
員
長
）
に
よ
る
と
、「
例
え
ば
、
車
い
す
や
用

具
の
機
能
な
ど
に
つ
い
て
は
、
業
務
と
し
て
み
な
さ
ん
が
学
ん

で
い
く
こ
と
。
そ

こ
で
は
な
く
、
周

辺
分
野
の
新
し
い

知
識
を
得
る
こ
と

で
、
福
祉
用
具
専

門
相
談
員
と
し

て
、
ト
ー
タ
ル
の

能
力
を
あ
げ
て
い
こ
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
」
で
研
修
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
ど
の
よ
う
な
事
業
者
で

働
い
て
い
る
か
で
、
専
門
職
と
し
て
の
“
育
ち
方
”
も
違
う
。

そ
の
時
々
で
対
応
す
べ
き
問
題
も
変
わ
る
。
少
し
ず
つ
知
見
を

あ
げ
な
が
ら
、
対
応
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
こ
の
研
修
の
目

的
。
専
門
的
に
掘
り
下
げ
て
学
ん
だ
工
学
的
知
識
も
重
要
だ

が
、
そ
れ
は
そ
の
人
全
体
を
、
生
活
を
見
て
サ
ー
ビ
ス
計
画
を

作
る
た
め
の
知
識
と
は
異
な
る
。
研
修
目
的
の
違
い
を
特
に
理

解
し
て
欲
し
い
」（
岩
元
理
事
長
）。

　

山
根
氏
は
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
多
様
性
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
の
学
び
が
大
き
か
っ
た
と
言
う
。受
講
後
の
実
感
と
し
て
、

「
専
門
性
を
示
し
な
が
ら
も
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
伝
え
る

と
い
う
こ
と
を
、
よ
り
意
識
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
連
携
し

て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
反
応
が
少
し
変
わ
っ
て
き
た

の
で
は
、
と
思
う
こ
と
も
」（
同
氏
）。　

　

今
後
の
予
定
と
し
て
岩
元
理
事
長
は
、
委
員
会
を
設
置
し
、

さ
ら
に
検
討
を
重
ね
て
、
今
年
度
の
後
半
に
は
、
各
地
で
研

修
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
く
と
し
、「
修
了
者
を
多
く
輩
出
し
て
、

そ
れ
に
よ
っ
て
現
場
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
。
福
祉
用
具
専
門
相

談
員
が
チ
ー
ム
の
中
で
よ
り
存
在
感
を
増
す
よ
う
に
、
研
修

の
ア
ウ
ト
カ
ム
を
示
し
て
い
く
」
と
語
っ
た
。

　

小
林
指
導
官
は
、「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
一
人
ひ
と
り
が

そ
の
役
割
を
全
う
す
る
と
と
も
に
、
今
日
論
じ
ら
れ
た
こ
と

を
意
識
し
て
、
専
門
職
と
し
て
の
質
を
担
保
し
て
い
く
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
今
後
の
展
開
に
期
待
を
寄
せ
た
。

バリアフリー2017特別講演

自
ら
の
専
門
性
を
高
め
る
仕
組
み
創
出
に
向
け
て

改
正
を
見
据
え
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト

目
指
す
の
は
介
護
保
険
制
度
下
で
の
福
祉
用
具

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

　

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
適
正
配
置
等
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
昨

日
今
日
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
平
成
25
年
の
介
護
保
険
部
会
の

意
見
書
の
「
２
名
の
う
ち
１
名
の
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
に
つ
い
て
、

『
よ
り
専
門
的
な
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
の
配
置
を
促
進
』
す

る
こ
と
の
検
討
」
と
い
う
言
葉
を
受
け
て
、
今
「
２
人
に
１
人
の
う

ち
少
な
く
と
も
１
人
は
」
と
い
う
条
件
設
定
で
話
が
進
ん
で
い
る
。

そ
の
経
緯
で
今
の
議
論
が
あ
る
。

　

ま
た
、
モ
デ
ル
研
修
修
了
者
が
現
場
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
や
っ

て
い
る
の
か
。
そ
れ
が
、
今
年
度
、
来
年
度
に
求
め
ら
れ
る
ア
ウ
ト

カ
ム
評
価
の
１
つ
で
あ
る
こ
と
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
、

経
験
則
だ
け
で
な
く
あ
る
程
度
科
学
的
な
裏
付
け
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
議
論
を
進
め
て
欲
し
い
。

　
「
研
修
に
何
を
求
め
る
か
」。
調
査
で
は
、
認
知
領
域
（
知
識
）
へ

の
関
心
が
高
く
、
情
意
領
域
（
対
人
関
係
、
人
の
こ
こ
ろ
）
へ
の
関

心
は
低
い
。
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
モ
ノ
を
扱
う
だ
け
の
職
業
で

は
な
い
。
対
象
者
“
ヒ
ト
”
が
い
る
。
多
職
種
と
も
接
す
る
中
で
、

専
門
性
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
ま
だ
情
意

領
域
へ
の
意
識
が
低
い
の
は
、
専
門
職
と
し
て
、
危
う
い
こ
と
。「
専

門
性
」
の
と
ら
え
方
を
今
一
度
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
何
を
学
ぶ
べ
き
か
？

■
助
言
者
と
し
て
参
加
し
た
小
林
指
導
官
の
コ
メ
ン
ト
よ
り

・
・
・
伝
達
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
ど
の
よ
う
に
？

　

モ
デ
ル
研
修
で
は
、
私
が
提
出
し
た
事
例

を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
使
っ
た
と
い
う
経
緯
が

あ
り
、
全
社
員
に
何
も
な
い
状
態
か
ら
、
サ
ー

ビ
ス
計
画
書
を
作
成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
に
目

を
通
し
て
か
ら
、
具
体
的
な
書
き
方
を
含
め
て

指
導
す
る
研
修
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

・
・
・
今
後
の
抱
負
は
？

　

社
内
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
し
て
、
誰
が
現
場

に
う
か
が
っ
て
も
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
と

し
て
の
専
門
性
を
、
高
く
評
価
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

■
モ
デ
ル
研
修
修
了
者 

山
根
氏 

ミ
ニ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

コーディネーター
渡邉 愼一（わたなべ しんいち）氏

一般社団法人神奈川県作業療
法士会顧問 本会理事
本会老健事業副委員長
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ふくせんワークショップ
　
「
今
や
、
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
は
福

祉
用
具
専
門
相
談
員
の
大
き
な
役
割
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
ひ
と
つ
の
品
物
を
提
供
す
る
の
で
は
な

く
、『
何
の
た
め
に
』、『
ど
の
用
具
を
』、『
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
留
意
し
な
が
ら
使
っ
て
い
く
か
』、
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
利
用
者
に
サ
ー
ビ
ス
計

画
書
を
通
じ
て
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
」
と
語
っ
た
の
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
努
め
た
村
山
尚
紀
氏
。
メ
ー
カ
ー
の
開
発

者
と
し
て
の
視
点
を
知
る
こ
と
が
、
福
祉
用
具
専

門
相
談
員
の
業
務
に
非
常
に
有
意
義
な
も
の
と
な

る
は
ず
、
と
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＊
メ
ー
カ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
学
ぶ
＊

用
具
や
機
種
の
選
定
理
由
、留
意
点
に
活
き
る
！ 

開
発
者
の
視
点

コーディネーター
村山 尚紀（むらやま なおき）氏

社会福祉法人芳春会地域密着型
介護福祉施設ビオラ和泉管理者。
社会福祉士。介護福祉士。介護
支援専門員

バ
リ
ア
フ
リ
ー
２
０
１
７
／
２
日
目
の
４
月
21
日
（
金
）、
本
会
賛
助
会
員
の
株
式
会
社
タ
マ
ツ
、
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
株
式
会
社
の
協
力
を
得
て
、
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
の
実
践
講
座
と

も
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

ふ
く
せ
ん
で
は
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
３
年
程
前
か
ら
開
催
し
て
い
る
。「
開
発
者

の
方
の
お
話
は
、
明
日
か
ら
の
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
の
プ
ロ
セ
ス
で
、
必
ず
役
立
つ
情
報
。

時
間
の
許
す
限
り
吸
収
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」（
岩
元
理
事
長
）。

①「すりてあ」を風除室に設置し
た導入事例
②株式会社タマツ 営業部開発販売
課 課長代理 小林克政氏
③会場に展示された「すりてあ」、

「リショーネ Plus」実機。受講者が
利用者役で移動を体験
④パナソニック株式会社エコソ
リューションズ社エイジフリービ
ジネスユニット ロボット・リハビ
リ事業開発部 部長 河上日出生氏
⑤ワークショップ終了後、感触や
操作性を確認する受講者

株
式
会
社
タ
マ
ツ

屋
内
歩
行
を
支
援
す
る
据
え
置
き
型

「
す
り
て
あ
」
は
「
つ
な
が
る
手
す
り
」

　
「
つ
な
が
る
手
す
り
」
の
秘
密
は
、
ベ
ー
ス
部
分
と
揃
え

た
手
す
り
の
長
さ
。
天
井
や
壁
面
の
状
況
を
問
わ
ず
、
必

要
な
台
数
分
の
長
さ
の
水
平
手
す
り
を
設
置
で
き
る
。
ふ

す
ま
の
前
で
あ
っ
て
も
Ｏ
Ｋ
。
あ
え
て
重
量
を
上
げ
た
こ

と
に
よ
っ
て
安
定
感
も
実
現
し
た
。

　

両
手
す
り
を
「
置
く
」
こ
と
で
歩
行
支
援
に
つ
な
が
っ

た
事
例
を
紹
介
し
た
小
林
氏
は
、「
据
え
置
き
型
な
ら
で

は
の
移
動
や
撤
去
の
容
易
さ
が
、
身
体
の
状
況
変
化
へ
の

対
応
力
を
生
み
ま
し
た
」
と
語
る
。

　

村
山
氏
は
平
型
手
す
り
で
あ
る
こ
と
に
も
注
目
。「“
手

の
ひ
ら
で
支
え
る
よ
う
な
使
用
を
”
と
い
う
留
意
点
は
、

選
定
理
由
に
も
な
り
ま
す
ね
」（
同
氏
）。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
株
式
会
社

「
安
全
・
安
心
・
簡
単
」
へ
の
取
り
組
み
で

ご
利
用
者
と
介
護
者
双
方
の
「
楽
」
を
実
現

　

ケ
ア
ベ
ッ
ド
と
フ
ル
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
車

い
す
を
融
合
し
た
「
リ
シ
ョ
ー
ネPlus

」
は
、

２
０
１
４
年
の
商
品
化
以
降
、
多
く
の
方
に
利
用

し
て
も
ら
い
、
２
０
１
７
年
１
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
２
月
よ
り
在
宅
で
の
レ
ン
タ

ル
を
開
始
し
た
。「
安
全
性
や
使
い

勝
手
に
つ
い
て
進
化
さ
せ
た
」
と

語
っ
た
の
は
、
河
上
氏
。

　

離
床
の
回
数
が
最
小
限
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
ご
利
用
者
が
、“
安

心
し
て
気
軽
に
”
移
動
で
き
れ
ば
、

参
加
の
機
会
が
増
え
、
生
活
に
メ

リ
ハ
リ
が
つ
き
、
活
力
ア
ッ
プ
も

期
待
で
き
る
。

　

全
介
助
で
の
移
乗
と
比
べ
、
介

護
の
工
程
数
が
格
段
に
少
な
く
な

る
こ
と
も
活
用
メ
リ
ッ
ト
だ
。

「
工
程
数
が
減
る
こ
と
は
、
選
定
理

由
と
し
て
も
大
き
い
」（
村
山
氏
）。

②

①

③

④

⑤
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ふくせんアラカルト
　

去
る
４
月
20
日
（
木
）、
全
国
35
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
、
新
任
ブ
ロ
ッ
ク
長
や

副
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
含
む
33
名
が
出
席
し
、
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議
を
開
催

し
た
。

■
会
員
増
強
・
プ
ラ
ス
ワ
ン
活
動
に
つ
い
て

　

前
年
度
に
引
き
続
き
「
会
員
増
強
・
プ
ラ
ス
ワ
ン
活
動
」
を
推
進
す
る
。

２
０
１
７
年
３
月
31
日
現
在
の
会
員
数
は
、
２
０
９
４
名
。
現
在
、
事
業

所
で
働
い
て
い
る
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
が
約
３
万
人
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
職
能
団
体
と
し
て
の
組
織
率
を
考
え
、
ま
ず
は
10
％
で
あ
る
３
千
名

到
達
を
目
指
す
。

■
各
地
の
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
状
況
紹
介

　

福
岡
県
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
本
格
導
入
前
の
モ
デ
ル
研
修
と
し
て
、
作
業

療
法
士
と
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
と
の
連
携
研
修
を
行
っ
た
。
30
名
５
グ

ル
ー
プ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。「
具
体
的
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
非
常
に

勉
強
に
な
っ
た
と
、
Ｏ
Ｔ
側
か
ら
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
た
。
今
年
度

中
に
、
あ
と
２
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
」（
川
上
ブ
ロ
ッ
ク
長
）

　

山
形
県
ブ
ロ
ッ
ク
と
神
奈
川
県
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

更
新
研
修
で
、
Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
の
修
了
者
が
講
師
を
努
め
た
。

■
新
任
ブ
ロ
ッ
ク
長

　

現
在
の
ブ
ロ
ッ
ク
設
立
状
況
は
、
昨
年
と
変
わ
ら
ず
１
都
２
府
32
県
。

前
任
か
ら
引
き
継
ぎ
、
次
の
５
名
が
新
し
く
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
任
に
就
い
た
。

新
潟
県
ブ
ロ
ッ
ク　

武
藤
大
希
氏
（
さ
く
ら
メ
デ
ィ
カ
ル
株
式
会
社
）

石
川
県
ブ
ロ
ッ
ク　

小
浦
勇
一
氏
（
有
限
会
社
さ
わ
や
か
金
沢
）

福
井
県
ブ
ロ
ッ
ク　

端
野
一
成
氏
（
ネ
ク
ス
タ
ス
株
式
会
社
）

福
岡
県
ブ
ロ
ッ
ク　

川
上
徳
高
氏
（
太
陽
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
）

熊
本
県
ブ
ロ
ッ
ク　

帆
鷲
輝
誌
男
氏
（
株
式
会
社
ホ
ワ
シ
）

平
成
29
年
度
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議
開
催
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